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お店が遠くて買物が大変・足腰が痛くてゴミが出せない・高い所の電球交換ができないなど高
齢者や子育て世代の日常生活の困りごとを有償でお手伝いしています。

ちょこっとサポートしたい

　サポーターの天野佐津子さんは、障がいのあるお子さ
んを育てながら定年まで仕事を続けました。職場の方や
周りの方の理解、協力があってできたことへの感謝の気
持ちから、時間に余裕ができたため少しでも恩返しができればという思いで活動を始
めました。
　天野さんは「ちょこっとの活動の時にお礼の言葉と笑顔が返ってくること。以前から続け
ているボランティア活動で、リハビリをお手伝いした子どもが成長してときどき顔を見せに
来てくれること。いろいろな方との出会いがあったことがうれしい。」と語ってくれました。

恩返しができればとサポーターに！

新磯ちょこっとサポートしたい
相模台

地域の困りごとを地域のみんなで支え合う仕組みです。ちょっとした困りごとをサポーターが
お手伝いしています。

サポートセンター楽らく

　活動に参加する木村二三男さんは、高齢の姉の世話をす
るなかで、「自分も年をとると他人の助けを借りることにな
るんだなぁ」と感じており、楽らくサポーターの募集の話を
聞いて自分が今できることを、できるときにやりたいと思い、活動を始めました。
　庭木の剪定、草取り等の作業をする木村さんは、「荒れていた庭がきれいになり、喜んで
もらえたことや、再度自分を指名して依頼をしてもらったときには、活動を認めてもらった
と思い、うれしい。一生懸命サポート活動をしているが、気が付かないところがあるかもし
れない。注文は、遠慮なく言って欲しい。」と語ってくれました。

今できることを、できるときにやりたい！

相武台

月１回程度希望する高齢者宅に訪問し、声掛けを行っています。日常の見守り活動を通して、孤
立を防ぎ、お互いに声を掛け合い、助け合う関係を地域の中に築いています。

支え合い（愛）相武台

　見守り活動員の水本幾男さんは、自治会の福祉担当として相
武台地区社協の福祉部会員になったことをきっかけに、支え合
い（愛）相武台に誘われて活動を始めました。
　水本さんは、「普段から知らない人とも知り合いになることが
できるのがいい経験になっていると思う。自治会や支え合い（愛）相武台の活動を始
めたことで地域に参加するということを身をもって感じることができている。もっ
と多くの人に見守りの輪の中に入ってもらい、近所付き合いをする“きっかけ”にな
ればうれしい。」と語ってくれました。

活動を通して地域参加を感じる

支え合い（愛）相武台
東　林

ボランティアが運営する東林いこいの広場では、食事やコーヒーを楽しみながら、気軽におし
ゃべりできる地域の交流の場を地区内３か所で開催しています。

東林いこいの広場

　ボランティアの中山正和さんは、東林地区の福祉コミュニ
ティ形成事業として始まったいこいの広場に東林男性ボラン
ティアの会として、事業の立ち上げから携わっています。
　中山さんは、「毎月３会場、合計７回ボランティアをすることは、大変で負担でもあります
が、来場者のうれしそうな喜ぶ顔を見たときや、感謝の言葉をかけてもらうことがやりがい
となっています。現在は、毎週木曜日に開催している木曜喫茶が１０月１日から再開し、コロ
ナ禍の厳しい制約がある中で、来場者に安心して楽しんでもらえるように工夫しながら活動
しています。」と語ってくれました。

安心して楽しんでもらえるよう工夫しています

東林いこいの広場

新　磯

サポートセンター楽らく

社協は、皆さんからの寄付金・賛助会費・共同募金に支えられています。
紙面や記事についての御意見を大募集！本紙は、市社協・地区社協各窓口でも配布中 検 索市社協ホームページ 相模原市社協

福祉コミュニティ形成事業 ～「みんなで『気軽に』、
『楽しく』‼」～

　「地区社会福祉協議会」が中心となって、地域の福祉課題（困りごと）を発見・共有、解決に向けた仕組みづくりを検討し、実践する「福祉コミュニテ
ィ形成事業」。「交流の場づくり」、「見守り活動」、「困りごと相談窓口」など、地区ごとに取組は、様々です。今回は、活動を支える地域の皆さんの声を取
りあげ、一緒に活動していただける方を大募集！
　コロナ禍で現在活動をお休みしている地区もありますが、再開に向けて、「これならできる！みんなでできる！」是非一緒に活動しませんか。

問南区事務所　☎042-765-7065

災害時に設置されるボランティアセンターについて学び、私
たちが日頃からできることについて考える講座です。

○弁護士による財産・相続・人間関係の困りごと・
　成年後見制度利用などの相談

～コロナ禍における災害ボランティアのかたち～

1月24日（日）　午後１時30分～3時30分（受付午後1時～）
相模原市立産業会館４階特別会議室
髙山弘毅氏（Nukiito代表）
４０名（申込先着順）
中央ボランティアセンター
☎042-786-6181　FAX042-786-6182
{svc@sagamiharashishakyo.or.jp

日時

2月24日(水)　午後1時20分～4時
高齢者・障がいのある方とその家族(1人40分間)

日時
対象

○司法書士・税理士等による成年後見制度や後見人の
　業務に関する相談

親族後見人や福祉施設等の職員として成年後見制度に
関わる方、制度の利用を考えている方(1人30分間)

2月   4日(木)　午後2時～3時　行政書士
2月12日(金)　午後2時～3時　司法書士
2月18日(木)　午後2時～3時　税理士
2月25日(木)　午後2時～3時　社会福祉士

日時

対象

電話による事前申込み　042-756-5034申込
さがみはら成年後見・あんしんセンター(あじさい会館2階)問合

場所
講師
定員
問合
申込

防災力アップ講座防災力アップ講座
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見て楽しめる言葉とデザイン
を考える書道部の皆さん

部活動をそのまま生かして
ボランティア活動に

蒼水会の作品で華やかに
なったカレンダー
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